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1　は　じ　め　に

岩手県では，病害虫発生予察の精度向上と効率化を図る

目的で，昭和58年からマイクロコンピュータを利用した病

害虫発生予察システムの検討を行ってきた。著者らは，ア

メダス資料による柔いもち病の発生予察法“BLASTAM”1－2）

のマイコン利用による電算化システムを開発したので，そ

の概要及び本システムによる予察の岩手県における適合性

について報告する。なお，“BLASTAM”について御教示

いただいた，前東北農業試験場環境部長越水幸男氏にお礼

申しあげる。

2　　方　　　　法

（1）システムの構成及びプログラム

システムは，マイコン（NEC PC－9801F），モデム．

フロッピィディスク（5′．8‘各2ドライブ）．ディスプ

レイ及びプリンターで構成される。プログラムは，すべて

N88日本語BASICで作成した。なお，アメダスデータ受

信用プログラムは日本気象協会から提供を受け．一部手直

しした。

（2）予測の適合性に関する調査

昭和58年と59年の2か年，7月1日から10日毎に県内の

4病害虫防除所管内各50～400等の水田を任意に抽出し．

幸いもち発生推移を調査した。調査は，広域的初発生が予

測された場合は1筆当たり1．800株，その後は発生状況に

応じて45株～25株抽出調査とし，病害虫防除所及び病害

虫防除員が行った。

3　結果及び考察

日）システムの機能

図1にシステムの概要を示した。

1）アメダスデータの受信及びファイル作成

岩手県内33か所のアメダスデータは．日本気象協会のM

ICOS（気象情報提供システム）によって1時間ごとに電

送され，自動的に受信ファイルにファイルされる。更に，

要素別分類処理プログラムにより，地点名，降水量，風向，

風速，気軋　日鼎の各要素に分類し，時別値ファイルを作

成する。本処理はデータ受信と連動し，自動化している。

アメダスデータの日別値は．アメダスデータ処理プログ

ラムで計算する。求める日付を入力することで随時計算し，

プリンターに出力すると同時に日別値ファイルを作成する。

本処理は気象庁のアメダスデータの日別値統計処理方法に

準じて行うようプログラミングした。

図1　システムの概要

2）感染好適彙面湿潤時間の判定

感染好適棄面湿潤時間（以下好適条件とする）の判定の

ためのプログラムは“BLASTAM”の推定基準1）に基づい

て作成した。ただし．推定基準では日照時間の時別値につ

いて．0～1の‰位の値を使用しているが，本システムで

は，MICOSの日照データが0－3の4段階の度数として

表現されているため，基準を若干変更している。このため，

書面湿潤時間は長めに計算される可能性がある。しかし，こ

の予察法は複数の地点の状況を考慮して予察するので．日

照に関する処理の違いによる影響は小さいと考えられる。

演算は，時別値ファイルと日別値ファイルを使用して行

う。地点ごとに，判定しようとする日を含めた前5日間の

平均気温の平均値，葉面湿潤時間及び湿潤時間中の平均気
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温を計算し，これらの要素から好適条件の出現の有無を判

定する。なお．推定基準を満足しないが．それに近い条件

となった場合もその内容を出力するようにした。全地点の

判定に要する時間は約25分である。判定結果及び判定に用

いた各要素は，プリンターに出力すると同時にファイルに

出力し，必要に応じ任意の期間について取り出すことが可

能である（図2）。

なお，予察は判定結果を基に，地域の柔いもち発生状況

等を考慮して行う。

＝＊好適条件の判定結果＊輌

紫川沢大山湯遠北釜若江住大一千
船

月月　波井内迫田田野上石柳刺田渡開展

7．16　－○☆－☆☆・一　一　一　一　一　一　〇〇◎

7．17　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－　－

7，18　－◎－●一　一〇●一　一◎一　一　一　一

〔凡例〕●：好適条件　◎：準好適（湿潤時間1hr
不足）　－：好適条件なし　　○：準好適
（湿潤時間2hr以上不足だが10hr以上）
☆：5日間の気温基準外（〈±2℃）だが湿
潤時間10hr以上

図2　判定結果の出力例（部分）

（2）予察の適合性

以上のシステムでの予察と柔いもちの発生推移を対比し

て適合性を検討した。昭和5各年は6月～7月が低温に経過

したため，好適条件の出現は7月21日の1回だけで，しか

も県南部に限られていた。このことから．県下全般に彙い

もちの発生は少なく，県南部でのみ7月第6半句に低密度

ながら広く発生すると予想された。実際の幸いもちの発生

は，県南部で7月30日に発生輯場割合16％に遷した他は極

少発生にとどまり，予測と良く適合していた。

昭和59年の判定結果は図3に示した。好適条件は6月18

日と20日初めてそろって出現した。この時は岩泉以北の県

北部と遠野以南に集中し，盛岡周辺の県中部では出現しな

かった。2回日は7月4日～7日に県中・南部に一斉に出

現した。このことから，広域的初発生時期は県北・県南部

で6月第6半句頃，県中部では7月第3半句頃と予測され

た。また．好適条件が2回出現した県南部では7月中旬に

まん延が始まると予測された。

昭和59年の調査結果を図4に示した。県南部の水沢防除

所では7月1日に約10％の水田で発生を確認し，7月中旬

以後発生が急増した。一方県中部の盛岡・宮古．県北部の

二戸防除所での広域的初発生時期は7月中旬であった。以

上のことから．県中・南部での発生は予測とはぼ一致して

いたと患われる。しかし県北部では予測された時期に発生

が確認されなかった。この原因は不明であるが，県北部で

はいもち病抵抗性の比較的強い品種の作付が大半を占めて

いることと関係が深いと推測される。
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図3　感染好適葉面湿潤時間の出現
状況（昭和59年）

発
生
圃
場
割
合
（
％
）

7／1　10　　　20　　30

月．／旬

図4　防除所別の発生圃場割合
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4　　ま　　と　　め

（日　今回開発した電算化システムで．データ入手と処理

の能率化が図られたことによって，短期予察を目的とする

“BLASTAM”の発生予察への応用が可能となった。

（2）“BLASTAM’’による予測値と岩手県における実際

の柔いもち発生とははば一致しており，本予察法の実用性

は高いと考えられた。なお，地域的な発生の差の予測につ

いては，今後更に利用上の検討が必要であるが，当面発生

状況調査を併用することで精度はかなり高まると思われる。
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